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1. はじめに

　日本の製造業は高品質・高信頼なものづくりで世界最高
の技術水準を有するが，国内需要の縮小，円高，中国など
の新興国の台頭など，厳しい事業環境にさらされている。
国内製造業の競争力を維持・強化するには，生産性を極限
まで向上させ，グローバル展開していくことが喫緊の課題
となっている。しかしながら，品質・信頼性，生産効率な
どを支える検査技術については，製品の直接的な付加価値
を生まないために，「何とかなる」の誤解も含めて，技術開
発や最新技術の導入の面では他の工程に比較して対応が遅
れている。この内，外観検査については，品質の維持，保
証のために全ての製造現場で実施されているが，欠陥など
検出対象が多様で，検査面に比べて検出対象のサイズが小
さく膨大な情報を高速で処理する必要があり，さらに検出
対象の形態が生産技術と共に変化することなどのため，自
動化の最も遅れた分野である。そのため，製造現場には目
視検査など，人間の感覚に頼った検査（官能検査）がまだ
至る所に残っており，生産性向上のボトルネックになって
いる。3Dプリンタに見られるようにものづくりのデジタル
化が進む中で，この官能検査の部分はいつまでも放っては
おけない課題となっている。
　中国では，10年前には労働者の賃金が日本の 20分の 1
だったが，最近ではその差は縮まってきており，間もなく
5～6倍になると言われている。たとえば，プリント配線板
については，日系工場だけでも数百人から千人規模の目視

検査専用工場が中国には多数存在するが，人件費の高騰が
大きな問題になっており，労働集約型の限界を迎えつつあ
る。検査装置については，上述のように付加価値を生まな
いために投資の対象にはなりにくいところであるが，この
検査に要する人件費の高騰で自動化の気運が高まってきて
いる。たとえば，マウンタ，ボンダーなどの関連する画像
処理システムでは，市場は回復傾向にあり 2017年には
2012年比で 43.8%増が期待されている 1)。
　本稿では，実装分野の目視検査を中心とした官能検査の
自動化について，その現状と今後の課題を述べると共に，
本年度から発足した官能検査自動化研究会の活動概要を紹
介する。

2. 官能検査自動化の現状と課題

　官能検査を科学的に捉えようとする試みは既に 1930年代
に始まっている。目視検査の自動化については，我が国で
は，計測自動制御学会，電気学会，精密工学会などを中心
に種々の活動および議論がなされている。この内，精密工
学会画像応用技術専門委員会では 1986年から画像処理技術
の産業応用に向けた各種活動を継続されており，2001年か
らは外観検査アルゴリズムコンテストが毎年開催されてい
る。最近の PCの高機能化に伴って，画像処理技術はめざ
ましい進展を遂げている。実装関連では，たとえばプリン
ト配線板の外観検査として，パターン検査や実装検査は完
成度の高い部類に入るが，めっき表面の微妙なムラやシミ
（図 1），薄い透明皮膜，ピンホールなどの検査については，
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図 1.　照明光の照射角度を種々変化させた場合の FPC金めっき光沢ムラの撮像
例：照射角度によって金めっき表面の外観が大きく変化することがわかる。


